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学

課隊
務

朝
総

今
廠
の
セ
ミ
ナ
…
は
、
一売
れ
な

一

い
時
代
の
セ
ー
ル
ス
像
一
を
メ
イ

一

′
テ
ー

マ
に
か
か
げ
、

臓
頓
本
学

一

左
祭
意
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

一

企
業

へ
の
案
ぬ
な
ど
に
よ
り
、
岐

一

拿
旋
び
莞
知
暴
下
の
企
業
約
１
◇

．

Ｏ
社
か
ら
約
１
２
０
名
の
参
加
が

あ
り
、

学
角
関
係
者
を
合
わ
せ
た

計
１
６
◇
名
が
会
場
に
集
ま

っ
た
。

年
後
２
特
よ
り
始
ま

っ
た
記
念

セ
ミ
ナ
ー
で
態
、
，平

時
の
混
迷
下

で
の
人
材
育
成
」
と
題
し
て
岩
崎

大
介
教
授

（経
営
学
慕
ど
ジ
ネ
ス

企
理
学
善
無
就
任
予
定
者
）
が
基

調
講
演
を
、
一売

れ
な

い
時
代

の

・

セ
ー
ル
ス
縁
」
を
題
し
て
鈴

本
簿

一

■●″‐‐●■■生■,3■■ エ

平
成
望
年
五
月
、
本
学
紆
冨
学
部
に
ビ
ジ
ネ
ス
会
煎
学
料
が
誕
生
す
る
。
開
設
を
日

前
に
ひ
か
え
た
平
成
１４
年
二
月
２５
贈
④
、
「経
営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
企
題
学
科
設
置
認
可
記

念
セ
ミ
ナ
ー
」
が
岐
阜
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ホ
テ
ル

（岐
阜
市
）
に
て
開
催
さ
れ
た
◇

基調講演 :岩崎大介教授

1為弁〔
iオ

=

=
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記念公演:鈴木博道氏(MMN研究主幹)

適
氏
（株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
・
マ
…

一

ケ
テ
ィ
ン
グ

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研

一

抗
主
幹
）
が
記
念
議
演
を
行
っ
た
ゃ

参
加
者
憩
、
会
社
経
営
者

・
人
事

準
単４
者
の
他
、
起
業
を
目
指
す
者

等
で
あ
り
、
巖
し
い
不
況
の
続
く

学
、
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
進

め
方
の
と
ン
ト
を
得
よ
ネ
ノと
言
一銀

な
表
情
で
あ
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
た
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
講
演
の

内
容
任
つ
い
オゝ

一わ
か
り
や
す

い
一
一興
味
深
い
一
Д
本
社
経
常
の

参
考
一に
な

っ
た
」
と
で
うな
想
が

多
′
＼

実
体
験
た
基
づ
い
た
鈴
木

氏
の
議
演
が
好
評
を
得
た
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
学
生
Ｌ
仕
事
を
し
た

い
か
と
い
う
設
間
に
対
し
て
、
「自

立
で
き
る
人
生
「企
画
力
の
あ
る

人
名
人
聞
関
係
を
築
け
る
人
逮
常

識
の
あ
る
入
」
一体
力
を
ぷ
力
の
あ

る
人
」
と
で
ヱ
忠
見
が
圧
倒
的
で

★
学
嘗
」
の
よ
う
な
学
生
を
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
企
業
か
ら
受
け

２．
陛
紀
の

社
会
、
経
済

の
変
化
に
対

応
し
て
実
践

約
な
専
門
教

育
を
行

移

ジ
ネ
ス
企
画
・

学
料
の
新
設

に
併
せ
、
経

営
学
郡
に
平

成
盟
年
４
月
、

一朝
日
大
学

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン

グ

研

究

所
卓
が
設
置

さ
れ
る
。
同

研
究
所
は
、

産
学
協
用
の

新 設 r

入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
自
覚
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
任
、
講

演
の
定
期
籍
開
催
や
、
寧
任
会
の

即
戦
力
と
な
る
人
材
育
成
の
要
望

も
あ
り
、
企
業
の
求
め
る
生
の
声

を
今
森
（の
教
奉こ
猫
動
の
み
多
マに
１
ノ

て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・３
名
の
専
任
教
員
の
ほ
と
ん
ど

を
ど
ジ
ネ
ス
界
出
身
者
で
揃
え
、

２．
世
紀
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
最
前
線

で
活
課
す
る
高
度
な
企
業
人
の
養

成
を
目
指
す
ど
ジ
ネ
ス
企
画
学
科

研
究

・
調
査
活
動
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を

雲
る
こ
と
を
需
的
と
し
た
マ
ー
ケ

テ
イ
ン
グ
税
路
の
実
証
願
究

・
調

査
持
従
事
す
る
機
関
で
あ
る
。

所
長
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
企
顧
学
科

専
任
教
景
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

彼
等
が
地
元
企
業
等
へ
の
経
営
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
通
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
ｃ
地
元
と
い

っ
て
も
本
学
屈
透
地
域
だ
け
に
限

定
し
な
い
。
そ
の
た
め
研
究
所
は

今
回
大
学
が
名
古
烙
市
内
に
保
有

す
る
ビ
ル
内
に
開
設
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

活
動
内
容
は
、
経
営
戦
略

・
組

織
進
世
星

，
に
つ
い
て
の
コ
ン
サ
ル

テ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
、
地
元
企
業

おもな内容

ビジネス企画学科
セミナー開催中中,'1

授業改善アンケート報告・・。2

国際交流の集い……… 3

就職セミナ………………4

は
、
企
業
と
の
あ
ら
た
な
パ
イ
プ

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
大
き
な

役
割
を
担

っ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ

う

。
か
ら
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の

受
託
、
滋
学
秦
同
研
究
に
よ
る

マ
‥
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
検
証
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
環
境
分
析
、
霧

規
事
業
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
イ

ン
グ
、
社
会
人
対
象
の
実
務
講
座

の
開
設
な
ど
で
あ
る
。

ど
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
と
同
様
に
、

地
元
に
密
着
し
た
研
究
所
と
し
て

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

会場風景

Ｏ
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｓ
　
ｏ

ｆ
　
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｉ

名
指
‥
＜

れヽ
た
イ

ラ
ン
、

イ
ラ
ク
、

北
朝
鮮
も
驚
い
た

ろ
つヽ
が
、

我
々
も

正
直
、

ま
だ
と
ん
な
表
現
が
あ

る
こ
と
に
驚
い
た
。
大
日
本
帝

日
、
ド
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
が
第

二
次
世
界
大
戦
の
除
、
Ａ
Ｘ
Ｉ

Ｓ
　
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
３
（枢
軸
国
）

と
呼
ば
れ
た
が
Ｂ
Ｖ
菫
Ｌ
は
つ

か
な
か

っ
た
。

磐
悪
と
い
ふ
ノ感
悟
は
、　
一
二

燃
え
生
が
っ
た
ら
Ｌ
め
ど
の
な

い
も
の
で
あ
る
？
離
婚
訴
訟
な

ど
救
型
ｒ
と
で

，
伸
介
者
が
存

在
す
る
か
ら
平
静
に
事
が
進
行

す
る
。
放
置
し
た
ら
殺
し
合
い

に
ま
で
発
展
し
か
な
な
い
場
合

も
あ
る
Ｌ
坊
主
憎
け
り
ゃ
架
裟

ま
で
憎
う
と
い
う
こ
と
に
程
な

る
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
も
相
当

顎
に
血
が
昇
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
◇
憎
悪
の
対
象
者
の

一
挙
手

一
技
足
す
べ
て
に
基
患
感
を
抱

く
よ
う
矩
な
る
正
こ
う
な
る
と

修
復
が
難
し
い
っ
時
が
解
決
じ

て
く
れ
る
の
を
待

つ
し
か
な

い
。
た
だ
時
の
籍
造
に
よ
る
一風

化
」
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
も

の
も
あ
る
ｃ
核
兵
器
の
悲
惨
さ
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
偏

見
等
々
じ
私
逹
大
学
入
に
Ｌ

っ

て
、
ど
の
様
に
時
代
が
移
ろ
う

と

「建
学
の
精
神
」
を
風
化
さ

せ
て
は
絶
対
に
な
ら
な
い
。

はなみずき
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電
マ
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何

い
　
い
　
い

r

クラジ名 入   数

争夏:式 野 球 25名 (男子)

30名 (男子)ラ グ ど ― フ ッ トボ ー ル

バ レ ボ ル 8名 (現子 )

4層 撲

卓 球

6名 (男子)

3名 (女手)

弄 遺

フ ェ ン シ ン グ

4名 (女子)

10名 (女子)

10名 (男子)

父ほ 適
8名 (女子)

ホ ヽ
ノ ケ 相名(男子)

合  計 環15名

2002年度 強化種ヨクラプ別入学者数
今
年
も
全
国
各
地
全
薪星
寸学
校

か
ら
優
秀
な
ス
ポ
ー
ツ
建
手
が
、

ス
が
…
ツ
雑
癌
入
試
に
今
裕
Ｌ
、

大
学
す
る
こ
と
を
な
っ
た
，

本
盪
マは
，大
学
の
活
４
化
を
露
亀指

こ
′て
、
課
外
活
動
へ
の
支
援
を
強

化
し
て
お
り
、
バ
レ
・
ボ
ー
ル
、

ラ
ク
ど
，
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
強
式

野
球
、
オ
番
遠

（女
子
）
、
鞭
狭
、
卓

球

今玄
子
）
を
強
化
種
騨
嫌
指
定

‘
ｉ
縁
年
優
秀
な
遊
手
を
ス
カ
ウ

ト
し
て
い
る
（）
平
成
Ｈ
年
度
か
ら
、

フ
エ
ン
シ
ン
グ

（女
子
）
、
本
ソ

ケ
子

⌒男
子
）、
鋼
遠
、
霊
式
た
球

（男
子
）も
強
化
祖
痛
権
加
え
る
こ

と
と
な
り
、
李
Ｔ
の
活
後
花
の
領

域
が
さ
ら
‘
嫁
ま
る
こ
と
と
な
る
企

Ａ
Ｕ
ク
ラ
ブ
の
増
繊

⌒権
稜
連

場
の
一方
勢
・卓
球
場
の
新
集
な
ど
）

透
為
野
球
練
警
場
の
競
粂
、
フ
上

ン
シ
ン
グ
場
の
一萩
第
な
ど
強
化
種

ｇ
に
出
す
る
施
譲

マ
設
備
の
充
実

も
着
々
Ｌ
過
ん
で
い
る
。
進
海零

に
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン
ダ
郡
は
、
議

基
長
兼
密
督
と
し
て
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
選
手
で
あ
る
新
井
株
子
先
生

（雑
Ｔ姻一壮す料
孝
任
講
醇
）
を
、

縄

遠
郡
は
、
監
督
に
枠
曲
勝
郎
先
生

一
五
妓
台帯
ｆ
ヽ
テ
疑

二
落
養
筆［等
学

校
剣
道
幕
笠
警
）
分
迎
え
、
本
ッ

ケ
ー
蔀
は
、
悠
単
総
〈
中学
卿
嬢
守

学
校
本
ッ
ケ
，
都
監
警
の
長
屋
恭

一
先
生
分
全
議
的
な
支
援
を
一営
け

て
活
動
を
進
め
、
硬
式
庭
戴
継
憩

懐
手
県
ラ
ン
キ
ン
グ
ー
位
の
松
療

茂
寿
遼
手
を
ヨ
ユ
チ
柱
遇
え
る
な

ど
、
選
手
の
み
な
ら
ず
指
導
簿
も

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。
今
後
の
各

ク
ラ
ブ
の
活
露
に
貌
待
療
い
た
い

碁
ク
ラ
ブ
に
今
年
入
学
す
る
強

化
種
麻
選
手
数
は
衰
の
と
お
り
．

昨
年
１２
月
半
旬
、全
学
都
生
（体

学
者

，
一碑
７
部
３
～
６
年
生
を
除

′ヽ

２
、
３
０
５
盗
を
対
象
と
し
た

一授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」．
が

一
斉
に
行
わ
れ
た
。

今
空
獲
で
３
爾
鶏
と
な
る
こ
の

調
査
は
、
魅
力
あ
る
大
学
創
り
の

一
環
Ｌ
し
て
本
学
の
教
育
機
能
の

角
上
を
目
指
Ｌ
て
設
竜
さ
れ
た
Ｆ

Ｄ

一フ
ァ
カ
ル
テ
ィ

，
デ
″
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
）
活
動
雑
逸
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
学
生
の
声
を
理
く
こ
と

に
よ
り
現
在
の
授
業
方

法
を
改
善
し
、
よ
り
教

育
効
果
の
高
い
授
業
を

学
生
に
提
供
し
ま
】つ
と

し
て
室
透
う
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
為
容

は
、
一副
霞
と
同
様
２
◇

Ｏ
ｉ
空
度
に
受
講
し
た

授
業
科
目

（
一
部
の
選

択
科
目
を
除
く
）
に
つ

い
て
、
学
生
の
一
人

一

人
に
、
基
痛
の
度
合
い
、

受
講
態
疫
、
授
業
の
分

か
り
易
さ
、
理
解
度
、

教
員
の
講
義
に
対
す
る

姿
勢
、
満
星
度
な
ど
１

授
業
科
目
あ
た
り
Й
項

目
か
ら
発
項
鋼
の
質
問

に
容
え
る
形
と
な

っ
て

い
る
っ
た
だ
し
今
回
な
自
由
記
述

事
項
は
除
い
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
回
収
は
す

べ
て
郵
送
で
行
わ
れ
、
日
容
の
な

い
学
生
に
つ
い
て
は
電
訴
に
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
理
解
を
求
め
、

返
差
を
お
願
い
し
た
。
２
度
に
わ

た
る
電
話
依
頼
の
結
果
、
２
月
１

磨
③
現
在
の
回
収
状
況
は
別
表
の

と
お
り
で
あ
っ
た
◆
準
径
度
の
瓢

叔
状
況
と
比
較
す
る
と
、
３

・
９

ポ
イ
ン
ト
減
の
５７

・
○
％
で
あ
り
、

回
収
率
低
下
の
傾
向
が
見
ら
れ
て

い
る
。

な
み
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
集
計

，
分
析

を
行

い
、
先
計
結
果
を
公
薩
す
る

予
定
で
あ
る
。

ま
た
、

２
０
０
◇
年
度
に
実
施

し
た
授
業
数
善

の
た
め

の
ア
ン

ケ
，
卜
の
籐
、
学
生
か
ら
白
熟
記

述
の
影
で
多
数

の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
◆

★
伊
′と
し
て
学
生
か
ら
各
せ
ら

れ
た

一，生
の
一歴

荘
超
各
す
る
べ

く
、
平
成
澪
年
五
月
に

「一７
生
の

声
を
大
学
故
車
に
反
映
さ
せ
る
準

鱒
本畜
票
入ご

非
・殻
脅
し
、
議
論
が

な
さ
れ
、
委
員
長
の
質
瀬
副
学
長

か
ら
長
坂
学
長
に

〕２
０
０
０
年

度
授
業
理
解
疲
調
査
に
付
随
す
る

学
生
の
抱
由
記
述
事
項

（学
生
の

声
一
任
朔
す
る
対
応
に
つ
い
て

，

の
各
申
が
な
さ
れ
た
今
学
生
に
対

１
″て
は
早
法
学
長
か
ら
大
学
の
方

針
及
び
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
冊

子
の
形
で
ま
れ
め
ら
れ
肥
布
さ
れ

た
Э
今
後
も
学
生
命
生
の
声
に
耳

を
領
籍
、
本
学
の
学
修
環
境
の
改

書
を
図
り
、
学
生
、
保
護
者
、
ひ

い
て
な
社
会
の
信
頼
を
勝
ち
瑕
る

こ
と
が
で
基
る
よ
う
数
職
員

一
題

努
力
し
て
い
く
こ
な
が
必
要
で
あ

ろ
う
々

0 アンケー ト回収状況 ●

学部。学科 学年 発信件数 回収件数 回轄又率(%)

法 学 部
法 学 科

1 108 56 51.9

2 128 63 49.2

3 192 119 62,0

4 356 207 53.1

計 784 445 56.8

経 営 学 部
経 営 学 科

1 124 61 49,2

2 181 198 59.7

3 220 123 55,9

4 347 195 56.2

計 872 487 55.8

経 営 学 部
情草&管理学科

1 86 46 53.5

2 92 51

55.6

55,4

3 再24 69

4 168 94 56.0

470 260 55,3

歯 学 部
歯 学 科

1 133 85 63,9

2 136 89 65,4

言十 269 474 64.7

総計 2395 1366 57.0
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本
学
外
用
人
智

学
生

（学
部
鸞

写

４
・留
学
生
別
科
）、

外
田
人
教
員
及
び

本
碁十教
職
癖磨等
の

相
互
親
陸
を

図
る

こ
と
を
趨
鶴
Ｌ
し

て
、「平
成
華
笙
度

朝
日
大
手
園
姿
父

流

の
集

ｎ

今
こ

催

，
圏
際
交
流
委

涙
会
）
が
一Ｙ
政
１４

年
二
月
１．
四
翁
本

学
６
号
館
食
生
で

閣
絶
さ
れ
、

約
１
２
０
名
が
参
加

し
た
じ
今
爾
の
園
際
交
流
の
集
い

は
、
窟
本
文
化
を
留
学
生
に
紹
介

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
癬
本
の
エ

月
料
理
で
あ
る
お
せ
ち
券
理
が
ふ

る
ま
わ
れ
た
。
会
場
に
は
お
せ
ち

鞍 薙上
―
す1機 焼をデ4油視

'象
神

伝統舞踊・歌の披顕

料
理
の
燎
か
、
雑
で
、
ぜ
ん
ざ
い

お
寿
斑
な
ど
も
用
意
さ
れ
、
智
学

生
に
と

っ
て
嫁
初
め
て
味
わ
う
料

理
で
あ
っ
た
が
、
皆
お
い
し
そ
う

に
妹
わ
っ
て
い
た
９

会
の
途
中
で
孵
豊
子
生
が
基
・身
臓

（民
族
）
の
伝
統

舞
踊
や
歌
を
技
露

し
た
◇
警
園
串
身

（留
学
生
腐
朴
）

の
チ
ベ
ッ
ト
舞
騒

で
は
、
他
の
学
生

や
先
生
も

一
緒
に

な
っ
て
踊
る
な
ど

大
変
盛
り
上
が
っ

た
ぅ
ま
た
、
会
の

終
わ
り
に
行
わ
れ

た
プ
レ
ゼ
ン
ト
機

選
会
で
球
、
Ｃ
Ｄ

プ)

久

=岳

搭
さ
スタ 日本料理を楽しむ雷学生

目

ん
の
こ
と
、
颯
鎮
交
流
の
少
な
い

留
学
生
と
教
職
員
と
が
日
本

の
食

文
化
を
通
じ
て
貌
交
を
深
め
、
留

学
生
と
な
職
員
の
距
離
が
縮
ま

っ

た

一
日
で
あ

っ
た
。

を
テ
ー
マ
に
、
「外
国
の
人
と
の
触

れ
合
い
を
通
し
て
、
異
文
化
を
体

験
し
、
異
文
化
に
興
妹
や
閉
心
を

持
つ
」
ｒ
猾
劇
の
衣
食
往
や
文
化
、

穂
積
簿
立
牛

牧

小

学
校

の

一総
合
的
な
学

冒
の
時
間
」
の

一
環
と
し
て
、

中
３
年
生
児
童
ｒ

い
と
い
う
児
童
１７
家
が
引
率
荻
員

４
名
ど
と
も
に
本
学
探
検
に
の
り

だ
し
た
。

豆
生成
望
年
２
月
１３
目
④
、
ほ
づ

み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
で
本
学

を
訪
れ
た
探
検
隊
は
、
貯
屋
捧
院
、

オ
ー
プ
ン
利
用
室

（７
号
館
）、
囲

書
館
本
館
、
大
講
義
窒
、
模
擬
法

廷
等
を
見
学
し
、
締
め
く
く
り
に

展
望
室

（６
号
館
）
か
ら
ふ
る
さ

と
穂
積
庵
を

一
宰
し
た
。
小
さ
な

探
検
隊
は
、
小
学
校
と
大
学
と
の

違
い
や
、
初
め
て
見
る
施
設
へ
の

驚
き
、

発
見
を
熱
心
に
ノ
ー
ト
に

書
き
込
ん
で
い
た
。
躍
須
本
学
を

外
か
ら
し
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ

た
妃
章
の
日
に
本
学
な
ど
の
よ
う

だ
狭

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
り

る
の
か
」
等
０
黙
痢
が

次
々
と
出
さ
れ
、
姜
さ

ん
任
さ
ん
が
丁
寧
に
読

明
し
、
妃
歳
遂
は
熱
心

に
メ
モ
を
取
っ
て
い

２
観
目
は
韓
目
料
理

で
有
名
な

「
チ
ヂ

とヽ

を
み
ん
な
で
作
る
こ
と

と
な
り
、
姜
さ
ん
の
指

導
に
よ
リ
キ
ム
チ
チ
デ

ミ
と
海
鮮
チ
デ
ミ
の
２

種
誓

営
、
楽
，
た

つヽ
権

み
ん
な
で
協
力
し
な
が

ら
作
っ
て
い
た
ａ

児
童
達
に
と
っ
て
球
、
初
め
て

の
料
理
で
あ
っ
た
が
、
出
来
上
が

っ
た
チ
李
ミ
な
早
速
先
生
達
に
も

競
ら
れ
、
大
変
評
判
が
良
く
、
妃

重
達
は
大
変
喜
ん
で
い
た
。

今
回
藤
本
の
小
学
校
の
授
業
に

参
加
し
た
留
学
生
の
こ
人
は
、
日

本
に
来
て
勉
後
だ
け
の
毎
日
で
あ

っ
た
が
、
日
本
の
子
供
連
と
ネ
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
楽
し
く
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い
た
の
感
想
を
話
し
て

い
た
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
や
Ｍ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
‥

の
他
、
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
や
お
米
な

ど
と
い
っ
た
日
常

的
な
南
黒
が
並
び
、

婆
選
番
号
ケ
・読
み

上
げ
る
声
に
参
加

者
全
員
が
注
目
し

た
９
惜
し
く
も
当

選
で
き
な
か
っ
た

が
赦
者
に
は
、
お

年
五
袋
に
入
れ
ら

れ
た
残
念
賞
が
手

渡
さ
れ
た
。
留
学

生
用
士
は
も
ち
ろ
　

′一

江
海
絡
日
紛
、

２
月
６
瑠
岱
の
面

目
、
蜂
斐
郡
池
田

町
立
宮
地
小
学
校

に
お
い
て
観
際
理

解
教
育
の
授
業
が

行
わ
れ
、
当
日
の

議
締
Ｌ
し
て
本
学

留
学
生
２
名
が
参

加
し
た
（

宮
地
小
学
校
に

お
い
て
は
、
６
年

生
の
総
合
学
習
の

蛭
来
の
中
に
、
趨

際
理
解
教
育
の
授

業
が
組
み
込
ま
れ

お
り
、
一外
爾
の
文

化
に

かヽ
れ
冬
之

本学留学隼小学綾り特別鶏 ■

ア

4

久毛措さんのリードでチベット舞踊に挑戦

名
が
本
学
を
訪

れ
た
。
園
小
学

校
に
お
い
て
は

３
年
生
の
授
業

の
中
で
地
域
の

す
ば
ら
し
さ
を

発
見
し
、
地
域

権
愛
岩
を
感
じ

る
児
童
の
育
成

を
目
時
と
し
て
総
合
的
な
学
習
が

す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「ふ
る
さ
と
穂
績
探
座

で
あ
り
、
朝
日
本
写
■
禁
侠
し
た

羅
史
に
つ
い
て
調
べ
、
自
信
を
も

つ
て
表
現
し
よ
・２

冦
蓼
々
な
人
々

が
共
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
無
り

共
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲

を
も
つ
」
を
ね
ら
い
と

し
、
今
回
の
授
業
は
ア

メ
リ
カ
、
中
国
、
韓
国

の
３

妃
重
が
そ
の
周
の
文
化

や
伝
統
な
ど
を
調
べ
、

そ
れ
を
基
該
園
か
ら
日

本
に
来
て
い
る
外
国
人

か
ら
捲
壌
を
一箕
サ
、
交

流
を
進
め
る
こ
と
で
計

顧
さ
れ
た
も

の

本
学
か
ら
参
加
し
た

留
学
生
は
、
韓
雷
か
ら

の
尊
専
宇
生
で
、
営
学
生

別
科
の
姜
　
羅
恩

（カ
ン
　
ラ
ウ

ン
）
さ
ん
Ｌ
経
営
学
部
情
報
管
理

学
科
１
年
生
の
任
　
擦
廷

（イ
ム

ジ
ュ
ヨ
ン
）
さ
ん
の
２
名
。

１
瓢
目
な
Ю
時
１０
分
の
歓
避
会

に
引
き
続
い
デヽゝ

ア
メ
リ
カ
、
中

園
、
韓
磨
の
グ
ル
ー
プ
に
別
た
て

授
業
が
始
ま

っ
た
。
韓
園
を
選
択

し
た
妃
重
な
８
名
で
、

妃
重
か
ら

「韓
露
の
伝
統
料
理
で
、　
一
番
入

気
が
あ
る
の
は
何
か
」
「チ
マ
・チ

専
ゴ
リ
の
う
向
色
は
ど
う
で
あ上
息

味
か
名
韓
理
の
料
理
の
ナ
ム
ル
の

具
は
、
も
や
し
の
ほ
か
に
符
が
あ

轟園グループの児童と姜さん(右 )、燒さん(左 )

小学生の前で自己紹介
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ロ日四

趣
本
の
一小
況
が
続
く
中
、
大
学

生
の
就
職
も
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い

状
況
で
あ
る
θ
本
学
で
は
、
こ
う

い
っ
た
状
況
下
で
就
職
活
動
を
す

す
め
る
学
生
た
ち
に
、
数
多
く
の

企
業
の
人
事
挫
羞
者
と
の
面
識
の

場
を
設
け
て
い
る
。
今
年
も
現
３

年
生
を
対
象
を
す
る

「朝
顧
大
学

就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
平
成
望
年

２
月
１２
濡
岱
か
ら
・５
購
翁
ま
で
の

４
翔
蘭
、
本
学
６
号
徳
学
生
食
竜

に
て
開
催
さ
れ
た
。
４
理
間
の
参

一

加
企
業
は
廷
べ
１
１
２
社
で
、
美

一

種
な
建
設
、
製
造
、

小
売

，
卸
売
、

金
融
、
情
熱
、
運
輸

・
通
信
、
不

動
産
、
欽
食
店
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
、

様
々
な
業
種
の
企
業
が
集
ま
っ
た
。

参
加
し
た
学
生
な
廷
べ
４
５
７
人

で
あ
り
、
各
ブ
ー
ス
で
は
、
学
生

た
ち
が
企
業
の
人
事
担
当
必
Ｔ
⊂直

接
撞
繭
し
て
議
を
爾
く
こ
と
が
盛

来
た
。

学
内
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
な
企
業
セ
ミ
ナ
ー
は
一年
明
け
か

ら
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
ｃ
就
職

活
動
を
姶
め
た
ば
か
り
の
雑
子
の

学
生
も
多
″
＼

Ｌ
ま
ど
い
の
表
情

も
見
ら
れ
た
が
、
自
分
を
ア
ピ
ー

企
業
の
人
事
担
当
者
に
質
問
を
す
る
本
学
学
生

中コ養

圏

ル
で
き
る
こ
の
チ
ャ
シ
ス
を
つ
か

も
一つ
と
、
人
事
被
基
警
か
ら
の
質

問
億
ハ
キ
ハ
キ
と
磐
え
る
学
生
の

姿
を
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
鬼

本
学

本
学
に
彿
人
が
い
た
。
希
鶏
裕

若

羅

ウ重

薫

経

廷

薮

玄

金

が
一第
３２
園
全
国
学
生
俳
旬
大
ハ
至

（日
本
学
生
併
旬
協
会
主
催
）
で

後
作
に
入
賞
し
た
。
入
貨
作
品
は

拳秋
塔
れ
や
衡
角
の
ゴ
ミ
さ
ら
な

島
じ
』
で
あ
る
。

大
会
感
、
青
少
年
の
徘
旬
文
芸

振
興
＞」
そ
の
育
成
を
選
始
煙
行
わ

拳
こ
と
が
出
来
た
っ
今
後
も
、
学

生
ひ
と
り
ひ
と
り
が
沿
足
で
き
る

結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
支
殻
し
て
い
き
た
い
。

れ
て
お
り
、
今
大
会
へ
は
１
６
９

９
７
１
旬
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
入
賞
し
た
作
品
は
わ
ず
か

Ｏ

・
２
％
で
あ
っ
た
。
大
学
生
都

開
に
お
い
て
は
３
、
２
２
◇
旬
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
入
賞
し

た
の
な
わ
ず
か
２４
旬
、

つ
ま
り
、

応
募
者
ユ
３
０
人
に
１
人
が
入
賞

す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
激
戦
大

会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
厳
し
い

大
会
で
入
賞
し
た
岩
瓢
着
に
と
っ

て
大
き
な
喜
び
と
な
っ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
。

本
学
で
は
、
学
花
の
資
格
取
得

の
勝
み
に
な
る
よ
う
、
資
格
取
得

支
援
制
度
を
設
け
て
い
る
。
こ
の

制
度
は
、
法
学
部

・
経
営
学
部
の

学
生
が
本
写
の
定
め
た
資
播

（現

在
１
０
２
種
目
）
を
取
得
し
た
場

合
に
奨
学
金
（資
格
ラ
ン
ク
Ａ
〈
１０

万
円
＼

Ｂ

〈
５
万
調
＼

Ｃ

〈
３

万
閣
》
を
支
綸
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
１
年
齋
に
４
躍
の
準
請

期
聞

（４
月
、
９
月
、

１２
月
、
３

月
）
を
設
け
て
お
り
、
先
際
、
今

冬
獲
？
≧
領
が
終
了
ユし
た
。

平
成
器
年
度
の
資
格
収
得
結
果

は
、
資
格
種
日
数
３５
種
目
、
取
得

者
総
数
２
１
２
察

（Ａ
ラ
ン
ク
平

名
、
Ｂ
ラ
ン
ク
４．
名
、
Ｃ
ラ
ン
ク

ー
５
４
名
）
で
あ
り
、
多
く
の
学

生
が
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
中
で
も
「法
学
校
とと

で
は
４。
名
、
「Ｍ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
検
を
と

で

は
換
名
も
の
学
生
が
資
格
を
取
得

し
た
。
ま
た
、
特
に
取
得
が
難
し

い
と
さ
れ
て
い
る
資
格

（本
学
で

は
Ａ
ラ
ン
ク
に
あ
た
る
）
と
し
て
、

「地
方
公
務
員
」
（７
家
）、
「宅
た

建
杉
掛
三
生
産

σ
急
、
「ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
技
術
者
柱
（１

３

、
審

政
書
産

↑

乞

と
い

う
結
果
と
な
り
、
学
生
の
資
格
取

得
に
対
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
る
。

本
藝
度
憩
平
成
ワ
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
ス
タ
ー
ト
年
で

あ
る
平
成
１２
年
度
の
資
格
取
得
者

総
数
は
１
５
７
名
、
今
年
度
は
先

込
の
と
お
り
２
１
２
名
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
学
生
が
資
裕
を
重
要
視

し
て
い
る
と
い
つヽ
こ
と
が

つヽ
か
が

え
る
ｃ

今
年
度
の
人
気
の
高
か
っ
た
資

格

（蛉
入
以
Ｌ
の
取
得
者
）
Ｌ
取

得
者
数
を
、
平
成
鬱
年
度
の
そ
れ

と
魏
較
し
て
駐
表
に

今
後
も
多
く
の
学
生
が
蛮
搭
収

得
に
取
り
細
む
こ
Ｌ
で
、
自
分
の

ス
キ
ル
ア
ツ
プ
を
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
、
応
援
し
た
い
。

■人気資格取l尋警数の前年度比

資  格  名 平成 13年度 平 成 12年度

法 学検 走
lttl日 本 連 法 務獨舜究節 団
ω 商事 法 務研 究会

40

M
「
OUS検 定
民」マイ クロソフ ト MO∪ S逗蛍事務局

24 18

ヨンピュータ

「民」 (財l全国
利用技術検定
議業高等学校 t弁ヵ会

14 2

情報処理機定 (全誨 )

「民」 C財ll全 国議業高等学校協会
¬2 10

小尭商 (顕秀士)検定
「公」日本商二会議所 11 11

簿言3実務検定 (全蒻 )

市民」争つ全 国議禁富等学校協会
11 14

簿認検走 (国 薦 )

好公」 日本滴二会議所
11 20

実
「

用英語装 能検定
′′ム`」の 日本共諄検定協会

10 6

そ の 他 79 76

計 212 157



ASAHI tナNIttSttTY NEttrs上』巳TttR 2002年3月 1日
(5)第 19号

毎
年
の
痛
擁
行
事
で
あ
る
饗

立

記
念
枢
樹
が
、
平
成
１４
年
１
月
１８

恩
餞
・２
時
半
か
ら
本
学
６
号
館
覆

側
毎
て
行
わ
れ
た
。

長
坂
学
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

参
雄
し
た
多
数
の
教
職
員
全
員
の

手
で
植
樹
が
行
わ
れ
た
。

本
学
な
平
成
１４
年
１
月
Ю
日
に

創
立
３．
廟
年
を
迎
え
た
。
薙
年
は

新
し
い
と
紀
の
幕
齋
け
と
、
本
学

塾

立
艶
魔
争

∝
い
う
区
場
り
の
年

で
あ

つ
た
が
、
今
年
も
気
持
ち
を

新
た
に
し
、
故
華
の
年
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

１８
歳
入
爾
の
減

少
が
加
速
す
る
今
日
、
一記
念
植
樹

当
日
の
強
風
ほ
凛
と
し
た
姿
を
見

せ
た
こ
の
本
の
よ
う
に
、
本
撃
も

逆
境
に
立
ち
向
か
う
強
い
姿
を
見

せ
て
い
き
た
い
。

植構されたメタセヨイヤ

受章の喜びを語る幅教授

ヽ

穂積町大字穂積字野口に建設中

２
月
７
日
岱
名
古
透
市
角
の
本

テ
ル
に
お
い
て
、
本
学
経
営
学
部

櫨
勇
雪
教
授
の
藍
綬
褒
蔓

疑
辱

お
祝
い
す
る
会
が

開
催
さ
れ
、
政
財

界
を
含
め
３
４
０

名
を
超
え
る
麗
孫

者
が
議
席
し
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

幅
教
授
は
、
平

成
■８
年
秋
の
褒
章

に
お
い
て
、
永
年

に
わ
た
り
公
認
会

計
登
業
界
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
驚

笠
璧
釜
早
が
播
重
二
●

れ
た
も
の
で
あ
る
。

質

本
露
筆
墓
熱
経
ｇ
革γ
科
の
清

水
盪
舞
雅

つ
遵

が
写
征
労

轡
大
駐
衰
彰
童
笙
事
し
た
。
劇
狭

犠

篭

褒

讐

金
曇

委

員
と
し
て
、

２。
年
間
も
Ｑ
長
務
に

わ
た
り
厚
生
労
働
行
政
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
て
き
た
。
厠
教
授
の
こ

う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
園

の
一参
彰
に
至
っ
た
。

清
水
教
授
は
昭
和
銹
年
に
名
古

屋
大
学

（疇
餌

経
重
憂
濯
替

挙
凄
を
卒
業
、
滋
賀
大
学
経
済
学

動

愛

昭
観

金

、
同
季

経

聾警
会
は
、
口
☆委
蓄
今書
士

協
会
東
海
会
の
小
澤
会
長
の
後
拶

で
始
ま
り
、
来
賓
の
名
古
屋
証
券

遼
轟

長
、
同
大
舘
経

透
霧

究
社
長
（ヤ群
ぞ
３
、
同
杢
牙
伸

学纂
綾

（一雄
¢
笠

を
経
て
、

平
成
８
年
に
本
学
経
営
学
部
経
営

華
森

の
教
授
Ｌ
し
て
就
任
さ
れ
た
＾

社
会
活
動
で
は
、

今
回
の
業
績
で
も
あ

洗

亀

嚢

饗

金
審
議
会
会
長
と
し

て
平
成
６
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
活
動

さ
れ
、
滋
賀
県
戦
業

訓
墾
轟
貪
買
や

剤
兵
笙
暑
突
〓委

員
な
ど
も
務
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
教
育

霧
究
活
動
の
傍
ら
、

長
く
剣
遺
を
統
け
ら

れ
て
お
り
、

剣
道
の

教
±
７
段
の
腕
前
で

お
る
。
関
西
学
連
剣

取
芸
所
の
佐
野
専
務
理
事
、
中
霞

新
翻
社
の
大
島
取
締
役
会
長
、
日

本
公
認
会
計
造
協
会
の
奥
１４
△
会長

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
捉
辞
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
幅
教
授
か
ら

「公
認
会

計
茎
葬
に
入
っ
て
３７
気

節
目

ふ
し
め
に
は
多
く
の
恩
締
・友
人
・

無
人
に
め
ぐ
ま
れ
今
目
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
今
用
の
褒
幸
軽
多
く

の
方
々
の
暖
か
い
ご
指
導
と
ご
支

援
の
賜
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

友
会
グ
ル
ー
プ
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
と
し

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
ハ
ワ
イ

な
ど
の
外
国
の
剣
士
達
τ
竹
刀
を

合
わ
せ
て
い
る
。

後
は
、
本
鐵
の
感
謝
の
気
持
ち
を

終
生
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
更
に
業

界
乾
び
に
社
会
公
共
の
発
展
の
た

め
、
微
力
な
が
ら

一
層
の
努
勇
ゼ

精
進
を
続
け
る
所
存
で
あ
り
ま

す
」
と
の
お
礼
の
挨
拶
が
あ

っ

そ
の
後
は
祝
宴
に
彩
り
、
」懸
負

ス
ピ
ー
チ
、
友
人
ス
ピ
ー
チ
が
行

わ
れ
、
大
変
す
ば
ら
し
い
視
賀
会

で
あ
っ
た
。

滋賀労働局長 (右)か ら表彰される清水教授(左 )

幅 勇雲教授

清
水
教
授
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ビ
ジ
ネ
・ス
企
画
学
科

学

内

畷

究

塞

現
在
、

４
月
か
ら
新
設
さ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
の
研
究
室
が

う
号
館
２
階
ｔ
配
置
さ
れ
る
こ
Ｌ

で
Ｉ
Ｓ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
奪
任
教
員
の
研
究

室
は
、
と
名
に
若
し
て
ｌ
宏
茅
】隠

逮
す
る
こ
と
で
逸
め
ら
れ
て
き
た

が
、
ゼ
ジ
ネ

ス
企
麺
学
科
に
つ
い

て
は
、

専
任
教
員
全
員
が
１
写
に

純
ま
つ
共
同
で
執
務
す
る
共
同
概

究
室
の
影
を
と
る
◆
こ
の
方
式
を

取
る
主
者
嫁
、

専
任
教
員
が
共
鹿

で
分
ヽ
そ
ス
ス
ク
テ
イ
孝
の
数
材
開

発
や
き
め
細
や
か
な
学
生
指
導
を

行
う
た
め
、
学
科
長
を
中
心
と
し

て

，
ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

常
在
全
員
が
指
報
を
共
有
し
、
目

↓
日
始
ｒ
疑
か
っ
て
学
科
遅
管
を

進
め
て
い
く
こ
Ｌ
に
あ
る
ゥ

ま
た
、
従
来
の
佃
入
研
究
室
な

学
生
井
一の
蔭
談
、
ゼ
ミ
学
生
の
指

走
荘
一一
に
活
用
さ
れ
る
こ
Ｌ
ｔ
な
っ

て
い
る
ｃ

現
在
、
が
ん
の
中
で
、
恩
本
人

女
性
が
も
一
と
も
か
か
り
や
す
い

の
が
乳
が
ん
と
い
わ
れ
て
い
■
す
，

ま
た
、
■
が
ん
に
対
す
る
閣
心
の

嘉
ま
つ
Ｌ
診
断
技
術
の
角
Ｌ
も
あ

り
、
年
々
乳
が
ん
も
増
娩
優
用
に

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
代
社
会
の
エ
ー
ズ

に
な
え
る
べ
く
、
従
来
の
乳
線
外

来
の
充
実
の
み
な
ら

，
、
亀
線
湊

患
金
投
に
わ
た
冷
立
妹
を
充
実
す

る
た
め
、
れ
が
ん
の
専
門
家
Ｌ
Ｌ

て
れ
名
な
格
本
良
友
教
技

（輝
在

建
崚
北
総
今
病
院
蔑
院
長
、
編
本

乳
海
冤

４
譜

一生
ち

を
附
癌
村
上

讐
'鬱

樫本良友教授

記
念
病
院
の
４
腺
外
科
珍
療
都
震

４
却
え
、
本
年
衰
月
か
ら
、
不
館

ユ
階
ｔＦ

一‐乳
森
外
科
」
を
開
設
し

ま
し
た
（．

外
来
診
娠
は
、

経
水
泉
み
教
授

と
当
院
外
科
の
石
黒
聡
講
師

（口

本
乳
境
学
会
認
定
盗
）
が
、

月
曜

疇
か
ら
金
耀
濡
ま
で
の
午
前
中
と

筋
遇
の
上
嬢
隠
の
年
前
中
に
行

っ

て
い
〓
す
．）

ま
た
、

ゝ
院
総
合
縫
診

セ

ン

タ
ー
で
ほ
、

れ
が
ん
検
診
に
は
欠

か
せ
な
い
‐

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（乳

房
Ｘ
森
撮
影
装
置
と
を
夏
新
す
る

と
と
も
た
、
経
本
良
友
教
授
が
検

診
を
担
当
す
る
こ
と
で
、
検
診
の

一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ツ
プ
を
自
指
し

て
い
ま
一ジ
。

な
お
、
当
院
総
合
健
診
セ
ン

タ
…
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
一診

精
度
管
理
学
央
委
員
会
か
ら

一
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
施
設
面
像
認

一歴

（本
年
１
月
１
日
常
サ
了
ど
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

褻
圏

‡

患

議

〉

退
職

（３
月
３．
霞
付
）
▽
法
学

部

〈
教
授
〉
組
翻
淑
允
、
湖
見
光

昇
▽
経
営
学
部

〈
教
授
〉
丹
下
簿

文
、
松
閣
幸
弘
、
持
本
志
行
、
秋

売
春
夫
▽
歯
学
部

ハ
助
手
〉
躍
邊

卓
需
、
横
村

ュ
郎
、
吉
調
査
久
、

太
鶏
秀

一
、
木
下
裕
美
▽

〈
名
誉

教
授
〉
森
協
豊
、
「
川
敏
朗

採
用

（３
月
１
憑
付
）
▽
歯
学

く法学部・経営学部前学期学年暦〉

く衝学部前学期学年層〉

月    岳封 行   事   等
日

日

劉

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

１

６

「

「

‐８

３０

１４

２４

２５

‐

‐

５

２６

２２

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

４

４

４

４

４

４

５

７

７

３

８

８

８

８

～ 4月 ,0磨

一
一
”
　

一
一
一
一
一

２０

２

‐６

月

月

月

４

５

５

日

日

日

日

日

３‐

郷

３

‐０

３‐

月

月

月

月

月

７

９

８

８

８

臓

霞
自

9用 2日 ～ 9月 7日

平成14年度ガイダンス (定期健康診断を含む。〉
入学式 (1年次 )

前学期授業開始
新入生学夕手覇テ手修 (1年 次)(ツ トルワール ド・日月治村〉
履修届及びイ園別授業時 F自写害」表提出期 F月弓
課夕1学習期 FR弓

履修登録修正期 F口η
前学期授業終了
前学期定期試験期間
夏季体業
補講期 Fョ弓
集中講義期 F日弓
集中講義期 F毒写
前学期追試験受験手続 日 (1・ 2・ 3年次 )

前学期定期試験合否結果発表及び同違・再試験受辱父手続
臨 (4年次 )

前学期追・再試験期 F爾与

春のおとずれ

月   日
:,2・ 3・ 4学年 5学年 !

日

周

囲

日

日

日

日

日

剰

錮

日

日

齋

日

日

爆

爾

日

‥
２
６
８
Ю
‐１
∞
２
‐３
‐５
２２
２７
２８
争
２
秘
フ
３０

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

４

４

４

４

４

４

４

８

７

７

７

７

７

８

９

９

９

９

～ 4月 9日

～ 4月 12日

オリエンテーシ員ン (2,3・ 4年次)

前学期授業開始 (2・ 3,4年次)

入学式 (1年次 )

オリエンテーション (1年次〉
前学期授業 F万弓始 (1年次 )

新入生孝外研修 (1年次〉
課外学習期 F日ヨ閉始
課外学習期 F爵ヨ終了
前学難授業終了
講学期定期試験開始

講学期定期試験終了
夏季体業 F剪尾始
夏季体業終了
前学期追 。再試験 F汗号始
講学期迫・再試験終了
後学期授業 F,I弓 始

オリエンテーション
離学期授業 F万辱始

課外学習難 F口弓開始
課外学冒期 F毎亀終了

夏季体業開始

夏季体業終了
前学期定期試験 F警扁始

議学期定期試験終了

郡

〈
勤
手
〉
微
醒
幸
弘

（４
月
１

日
付
）
▽
法
学
部

（
助
教
授
〉
大

野
五
博
▽
歯
学
部

〈
勤
手
〉
鈴
木

札
子
、
怒
本
恵
則
、

楯
倉
博
梼
、

川
郡
篤
、
岩
測
彼
久
、

松
本
な
み
子
、
松
翻
宗
久
、
近
藤

亜
子
、
曲
本
重
醜
▽
大
学
院
法
学

研
究
科

〈
教
授
〉
石
井
苦
也

余
務
鰺

還
職

ぞ
月
８．
日
０

▽
娯
量

二

一学
事
部
）
▽
坂
井

圏
明
美

α
毒
要
整
事
課
）

〈医
療
職
等
〉

退
職

（３
月
２。
日
付
）
▽
有
馬

江
■
余

，一、附
屈
村
上
記
念
病
院
看

護
婦
）
（３
月
３．
日
付
）
▽
市
用
初

美

（鮒
昼
鵜
院
警
褒
落
り

▽
前

調
）美
幸

（紺
癌
村
上
記
念
病
院
看

護
婦
）
▽
笹
雄
恭
子

（附
属
村
上

記
念
病
院
看
護
部
長
）

採
用

⌒３
月
１
矧
付
）
▽
聞
本

豊
子

（附
癌
村
上
記
〈
生
猿
院
准
看

一甚
８

（４
月
１
癖
付
）
▽
苛
谷
雅

子
（附
癌
村
上
一註
念
病
院
看
議
婦
）

▽
松
井
愛

（附
属
村
上
一記
念
病
院

看
護
帰
）
Ｙ
安
我
レ
イ
子

（綸
属

村
上
記
念
病
院
准
若
護
婦
）
▽
松

鵜
み
つ
き

（附
属
村
上
記
ハ
整
加
院

警
重
婚
響

衰
能
鰺

退
職

（３
月
３．
構
付
）
▽
林
彼

子
（附
屈
符
上
記
念
病
院
調
理
師
）

朝

日

大

学

歯
学

部

略

属

附

属

病

院

０
９
∞
〈
ω
Ю
Φ
〉
一
】
一
囀

村
上
記
念
病
院

０
９
∞
〈
や
９
ω
〉
∞
０
０
エ

教育 職 ,事務 職 の昇任 は、 4用 号 に 一括 して掲 載 します。


